
【発 行】 財団法人 島根県体育協会  
【担当課】 競技スポーツ課  
  〒６９０－００１５ 

島根県松江市上乃木１０丁目４番２号 
島根県立水泳プール内 

  ＴＥＬ ０８５２（６０）５０５２ 
http://www.shimane-sports.or.jp 

 
 
 
 
 
 
 

 
【第９９号発刊にあたって】 
 第９９号は、本県中学・高校卓球競技の指導

者として、各種大会において数々の好成績をお

さめる等、素晴らしい活躍をされた出雲北陵中

学高等学校卓球部監督古瀬泰之先生にご登場い

ただきました。 
 この素晴らしい活躍までの軌跡と自らの指導

観等について語っていただきました。 
 
【プロフィール】 
平成   ９年  出雲西高等学校卒業 

平成１３年  明治大学卒業 

平成１３年 青森山田中学校勤務 

平成１６年 出雲北陵中学高等学校勤務 

 
【主な競技実績】 

平成 ７ 年浜田インターハイ ダブルス５位 

     福島国体 ５位 

平成 ８ 年中国高等学校卓球選手権大会 

          団体優勝 ダブルス優勝 
 
【主な指導実績】 
平成１３年全国中学校卓球大会 団体優勝 

      全国中学校選抜卓球大会 団体優勝 

平成１４年全国中学校卓球大会 

           団体優勝 シングルス優勝 

      全国中学校選抜卓球大会 団体優勝 

平成１５年全国中学校卓球大会 

           団体優勝 シングルス優勝 

平成１８年大阪国際招待卓球選手権 

  U-17 シングルス準優勝（菊池 周） 

平成１９年秋田国体 ３位 

（菊池 周・清家拓也・相場翔太） 

      佐賀インターハイ 団体ベスト 16 

      大阪国際招待卓球選手権 

  U-13 シングルス３位（渡邊大地） 

      東京卓球選手権大会 

  U-14 シングルス３位（渡邊大地） 

平成２1年中国中学校卓球大会 団体優勝 

     中国中学校選抜卓球大会 団体優勝 

      大阪国際招待卓球選手権 U-14 

           シングルス３位(渡邊大地･白根亮太) 

平成２２年中国中学校卓球大会 団体優勝 

      全国中学校卓球大会 団体ベスト 8 

      全国高等学校選抜卓球大会 

           中国地区予選会 団体準優勝 

平成２３年中国高等学校卓球選手権大会 

      団体準優勝 

      全国高等学校選抜卓球大会 

           中国地区予選会 団体準優勝 
 

『no rain , no rainbow』 
 

出雲北陵中学高等学校卓球部 
監 督  古 瀬 泰 之 

 
記念すべきトップコーチ 100 号を目前に控え

た 99号で、指導歴わずか 10年の私が原稿を書

かせていただくのは大変心苦しく思いますが、

今まで私が経験してきたことや指導上大切にし

ていることを述べさせていただきます。 

   

【青森で学んだこと】 
大学卒業後、私は創設されたばかりの青森山

田中学校に着任しました。創設と同時に創部さ

れた男子卓球部の監督に就任したのですが、当

時青森山田学園の青森大学はインカレで、青森

山田高校はインターハイでそれぞれ連覇を果た

していました。青森山田学園卓球部総監督の吉

田安夫先生から高校時代に指導を受けていたこ

とが縁で、大学卒業後すぐに全国１位の学校で

「指導のイロハ」を教えていただきました。 
 着任前は「全国１位の学校はどんな練習をし

ているのだろう？きっと他の学校がやらないよ

うなすごい練習をしているんだろうな」と思っ

ていたのですが、毎日基本練習の繰り返しで、

特別な練習は何一つないことに驚きました。吉

田先生は「卓球の基本はフットワークであり、

足の動かない選手は試合で勝てない」という考

えを持っておられたので、練習時間の大半はフ
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ットワーク練習に費やされていました。練習内

容は基本的なものですが、選手の集中力の高さ

は凄まじいものがありました。青森山田学園の

卓球場の床は、選手が履くシューズの裏のゴム

が溶けて、黒く変色しています。どの競技でも

同じだと思いますが、強くなるための近道はな

く、良い結果を残すためには地道に基本を積み

重ねるしか方法はないと思います。現在出雲北

陵高校では毎日必ず冒頭の１時間は６種類の練

習を組み合わせた「基本練習」を行っています。

この練習は２年前から始めましたが、今年に入

って過去最高の成績を収めることができました

ので、一定の成果があったのではないかと感じ

ています。 
 また青森山田中学校に着任して１ヵ月後に、

私のクラスに福原愛が転校してきました。彼女

は小さい時から幾度となく「泣き虫愛ちゃん」

としてメディアで取り上げられてきましたので、

おそらく卓球に詳しくない方でも彼女のことは

知っていると思います。私も転校して来るまで

はテレビでしか見たことはありませんでしたが、

福原のお兄さんとは大学時代からの友人でした

ので、特に意識することもなく友人の妹という

感覚で接していました。彼女は転校してきた初

年度こそ年間の半分近くは学校に来ていました

が、中学２年になってからはプロツアーに参戦

して世界各地を転々としていましたので、学校

にはほとんど通えない状況でした。しかしなが

ら、福原はたとえ海外であっても現地に留学し

ている日本人に家庭教師をしてもらい、練習や

試合のあとに必ず勉強をしていました。お母さ

んが「卓球を取ったら何も残らないような子に

はしたくない」と常々話をされていましたが、

どんなに疲れていても一生懸命勉強に励む彼女

の頑張りには心打たれるものがありました。ま

た彼女のメディア対応の丁寧さは中学時代から

際立っていました。「自分を応援してくれる人が

見てくれているのだから、たとえ負けた試合の

後でも笑顔で質問に答えなければ失礼」と言っ

ていましたが、彼女の人の良さがテレビを通じ

て多くの人に伝わり、彼女を応援してくれる人

が自然と増えていったのではないかと思います。

日本で練習する時は男子の練習場で練習をして

いましたが、私よりも先に練習場を出る時には、

遠くにいても必ず「お先に失礼します」と挨拶

をしに来てくれましたし、海外から帰ってきた

時にはお土産も買ってきてくれました。彼女に

とってはそれが特別なことではなく、ごく自然

なことだったと思います。着任早々福原の学級

担任となり、貴重な経験をすることができまし

た。そして彼女から学んだことはとても多く、

それが現在の指導にも生きています。 

 

 

【出雲北陵中学高等学校での７年間】 

 私は青森で過ごしながらも、いずれは地元出

雲で卓球の指導がしたいと思っていました。平

成15年8月の苫小牧での全国中学校卓球大会の

前に、私の祖父が学園の理事を務めていた出雲

北陵中学高等学校に卓球部創部の話があるとい

うことで、様々な方々の御尽力で出雲北陵中学

高等学校で卓球の指導ができる機会をいただき

ました。創部当初は素人に近い選手が多く、県

大会の団体戦では上位に進出できませんでした

が、青森山田中学校時代の教え子である藤本翔

輝が私の赴任と同時に入学してくれたので、創

部 1年目からシングルスでインターハイに出場

することができました。彼の地元はもともと兵

庫県ですので、私の実家に下宿しながら 3年間

卓球に打ち込みました。以来、多くの県内外か

らの入学生を私の実家で下宿させながら卓球の

指導を行っています。現在 6 名の中学生、8 名

の高校生が下宿していますが、スポーツマンに

とって重要な生活面での指導ができるという強

みがある反面、家族にはかなりの負担をかけて

います。家族の協力がなければ、選手も私も十

分に卓球に打ち込むことができませんので、私

自身言葉では言い表せないほど家族に感謝して

います。 

 創部 2年目に団体戦でインターハイに初出場

し、4 年目の佐賀インターハイでは全国選抜ベ

スト 8の明徳義塾を破りベスト 16、秋田国体で

3 位に入賞するなど順調に階段を上っていまし

たが、その後は現在に至るまでなかなか全国大

会で思うように勝てていません。練習内容を変

えたり、遠征先で様々な先生方からアドバイス

をいただきながら、もがき苦しんでいるような

状況ですが、今後は全国大会で良い成績を残し

て、日頃お世話になっている方々に恩返しがで

きるように、選手と共に日々精進していきたい

と思っています。 

 

 

 



 

【指導上大切にしていること】 
◆１位・１番を意識させる 
２００９年、内閣府が設置した事業仕分けの

席上で、蓮舫参議院議員が「１位になる理由は

何があるのでしょうか？２位じゃダメなんでし

ょうか？」と発言し、メディア等がその発言を

取り上げ、話題になりました。この発言は次世

代スーパーコンピューターに関する発言でした

が、我々が携わるスポーツの世界においては、

大会の大小を問わず、常に１位を目指すことが

大切であると思います。今まで指導してきた選

手達にも常日頃から「１位」「１番」を意識させ

てきました。選手に「日本で１番高い山は？」

という質問をすると、大抵の選手はすぐに「富

士山です」と答えます。しかし「日本で２番目

に高い山は？」という質問に対してはほとんど

の選手が答えられません。同様に「日本で１番

大きな湖は？」という質問に対しては「琵琶湖」

と即座に答えますが、「日本で２番目に大きな湖

は？」という質問には大抵答えられません。選

手が富士山や琵琶湖を答えられるのは「日本で

１番」だからです。やはりスポーツの世界にお

いても「１位」「１番」というものは記録や記憶

に残る特別なものなので、何事においても「１

番」を目指して努力することが大切だと思って

います。また私は「大会で優勝する＝１位、１

番」ということだけではなく、マナーやエチケ

ット、挨拶等の礼儀作法でも常に「１番」を目

指す必要があると日々説くようにしています。 
毎年３月、卓球部を卒業していく選手に対し

ても「１番」を目指すことの重要性について話

をします。それぞれの進路先で「１番」を目指

すことによって、周りの人に支えていただいた

り、応援してもらったり、可愛がっていただけ

るものだと思います。「会社に１番早く出勤して

仕事をする」、「会社で１番明るい挨拶をする」

といったものも立派な「１番」だと思います。

先日、就職担当の先生から「２年前に卒業した

卓球部の○○君はとても熱心に働いていて、同

期入社の中では１番の評価みたいだよ」という

嬉しい知らせを聞きました。スポーツを通して

社会から必要とされる人材を育てていくことが

指導者の使命であるということを改めて感じま

した。 
 
 
 

 

◆きっかけを与える 
 私はこれまで何度か講演をさせていただく機

会がありましたが、その冒頭で私はよくコンビ

ニのロゴマークについての質問をします。「今か

らセブンイレブンとローソンのロゴマークを書

いてください」と言うと、大抵の人は惜しいと

ころまでは書けるのですが、細部までは書けま

せん。この質問により、普段見慣れているはず

のコンビニのロゴマークを、我々は実は良く見

ていないことがわかります。ちなみにセブンイ

レブンのイレブンは「ELEVEN」ではなく
「ELEVEｎ」です。最後の N だけ小文字にな
っています。またローソンのロゴマークの下の

部分には「STATION」と書いてあります。私
の話しがきっかけとなって、おそらく講演を聞

いた人は次からコンビニのロゴを注意深く見る

はずです。私はスポーツの世界も全く同じでは

ないかと思っています。何となくしか自分の卓

球を見つめていなければ、選手としての成長は

ありません。向上心や研究心を持って卓球をさ

せるためには、指導者がきっかけを作ってあげ

ることが大切だと思っています。しかし、学校

で練習するだけでは選手に十分なきっかけを作

ってあげることができませんので、私は月に一

度は必ず遠征に行くようにしています。そして

遠征ごとにあらかじめ全員の共通テーマと個別

テーマを決めています。遠征から帰ってきた後

は全体ミーティングと個別ミーティングを行い、

テーマに対する反省を行います。年間１０回以

上の遠征により、選手は貴重な経験を積むこと

ができますが、その分保護者の経済的な負担が

大きくなります。そのため様々な方々の御尽力

により、平成１８年に「出雲北陵高校卓球部後

援会（のちに出雲北陵中学高等学校卓球部後援

会に改称）」を発足していただき、後援会役員の

方々が中心となって集めていただいた寄付金を

遠征補助費として使わせていただいています。 
 今年のインターハイ予選前の５月のゴールデ

ンウィークには、能力がありながらメンタル的

な弱さで伸び悩んでいる５人の選手を「強化指

定選手」に指名し、北陵高校 OBが在籍してい
る大学にそれぞれ個別に遠征に行かせました。

各大学の練習場まで１人で行動し、自分で練習

スケジュールを立て、自分で練習相手をお願い

しなければならないので、選手にとっては大変

だったと思いますが、帰ってきた後の選手の練



 

習を見て即座に「行かせて良かった」と思いま

した。遠征に行く前と大きく意識が変わり、高

いモチベーションを持って練習しています。 
またインターハイ予選直前には「西光寺」と

いうお寺にお願いして、卓球部員全員で頭を丸

めて座禅に行きました。これも創部以来初めて

の試みです。卓球はメンタルがプレーに大きく

影響するので、いかなる場面においても平常心

を保ち、冷静に試合を組み立てていかなくては

なりません。座禅をしたからメンタルがすぐに

強くなるものではありませんが、選手がメンタ

ルのことを考えるきっかけになったらとの思い

で計画しました。 
選手がどのようなきっかけで強くなるのかは

誰もわかりません。できる限り今後も選手が強

くなるためのきっかけ作りをしていきたいと考

えています。 
 
 
【最後に】 
昨年まで出雲北陵高校でなぎなたを指導され

ていた板垣勇先生が「山陰地方は一年中雨が多

いので、試合に負けた時や先生に怒られた時に

気持ちの切り替えが難しい。そのような謂わば

ハンデのある状況の中で日本一を目指すという

こと自体が素晴らしいことだ」というような話

をされていました。この話を聞いて、私は東京

出張の帰りの機内で見た「 no rain , no 
rainbow」という言葉を思い出しました。「雨が
降らないと虹は出ない」という意味の言葉です。

指導者としての私の人生は晴れの日よりも雨の

日が多く、日々悩んだり、迷ったりの繰り返し

です。苦労したから良い成果が得られるとは限

りません。しかし苦労しなければ良い成果が得

られないというのも事実です。一生懸命練習し

た先に素晴らしい成果が得られるようにという

願いを込めて出雲北陵中学高等学校卓球部のユ

ニフォームは７色の虹をイメージしています。

今後も決して平坦な道ばかりではないと思いま

すが、大きな成果が出ることを信じて、これか

らも選手と共に頑張っていこうと思います。 

 

今月のことば 

 
ゴール（目標到達）寸前の 

失速現象について 
 
 
スポーツに限らず、人間の脳はゴール寸

前に力を抑制させる癖があるらしい。 
マラソン選手が３０キロを過ぎてブレ

ーキがかかることはよく知られているが、

６月隠岐の島ウルトラマラソン（５０km）
に出場した川内優輝選手（第９４号で登場

した世界選手権代表になった人）がゴール

６００M手前で倒れた。体調の問題もあっ
ただろうが、ゴールを意識して脳に抑制装

置が働いたのかもしれない。チームゲーム

でも、リードしながら終盤リズムを失い、

逆転負けをするケースがよくある。 
トップコーチ９７号で山根耕二氏が書

かれた文章に「野呂進選手（１５００M元
日本記録保持者、アジア大会金メダリス

ト）が練習の最後に必ず３００Mを余分に
全力で走った・・・」ということが書かれ

ていた。また、水泳の北島康介選手はゴー

ルが終わりではなく、タッチして電光掲示

板を素早く見るところをゴールとしてい

た、という記事を読んだことがあるが、い

ずれもゴールを通過点に見立てた、脳の抑

制現象を克服する方法と思われる。 
強い選手や強いチームを育てる為には、

この最後の詰めの練習を繰り返し、勝ちき

る執念を体得させることも必要ではない

だろうか。 
 

 

 

元競技力向上統括アドバイザー 

        荊 尾  俊 

 


